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要旨： 和文原稿の場合、和文タイトル、著者、所属、和文要旨（600 字以内）に続き英文タイトル、著者、所属、英文要旨 （250 語以

内）を記してください。日本語の場合、句読点は全角の「、」、「。」で統一してください。以下、印刷所用の見本にもするため、書式

の指定も示しておきます（仕上がりは MS-P 明朝 9 ポイント、行間は全体を通して倍数 1.1 行です）。 
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Summary: ここに英文要旨（250 語以内）を記してください。英文原稿の場合：和文タイトル、和文要旨は不要です。英文タイトルに

おいて、固有名詞以外は、先頭の語の頭文字のみ大文字としてください（仕上がりは Times New Roman 9 ポイントです）。 
 
Key words: cryoprotectant, cytoskeleton, freeze substitution, high-pressure freezing, vitrification （半角コンマと半角スペース「，」で

区切って 5 語前後（英単語を推奨）を記してください。固有名詞でなければ、頭文字は小文字とし、アルファベット順に並べ

てください） 
 
はじめに / INTRODUCTION 
 （仕上がりは、和文のフォントは MS-P 明朝 10 ポイント、半角

英数字は Times New Roman 10 ポイントです） 
 
項目（大見出し） 
1. 中見出し 
 Subject heading は太字にしてください。中見出しを付ける場

合は、1.から始まる番号を付して下さい。本文中での文献の引

用は 2 名までの場合 （鮫島 2006） (Sameshima 2006) や（鮫島

と宮沢 2006） (Sameshima and Miyazawa 2006) とし、3 名以上

の場合は（鮫島ら 2006）、(Sameshima et al. 2006）のように表記

してください。2 つ以上の文献を並べる場合は、 (Banno and 
Chua 2000, Favery et al. 2004) (Pickett-Heaps and Northcote 
1966a, 1966b, Gunning and Wick 1985) （鮫島ら 2006, 鮫島と

宮沢 2006）などのように、年代順に並べ、コンマで区切って下

さい。 
 
項目 
 本文中での文献の引用には次のような場合もあります。 
Marcus ら (2005) が指摘しているように・・・ 
Mineyuki と Gunning (1990) は、・・・ 
・・・という可能性がある（図 5, Karahara et al. 2010）。 
 
項目 
  引用文献リストは筆頭著者名でアルファベット順に並べて下

さい。 著者が 3 名以上の場合は Last Author の前にはカンマ

付で and を入れること、学名をイタリックにすることなどに注意

して下さい。雑誌名は略称として下さい。著者数が 10 名を超
える場合は、記載は 10名までとし、著者名のあとに「et al.」

あるいは「ら」と記載してください。引用文献リストは 
J-Stage 上でもそのまま掲載されます。ミスがないよう十分チェ

ックして下さい。英文原稿で日本語の文献を引用する場合は、

文献の情報を英訳し、(in Japanese) と追記してください（引用

文献、Reference の仕上がりは和文の場合 MS-P 明朝 8 ポイン

図 1  / Figure 1 GLIM システムによるオオムラサキツユクサの雄しべ

の毛の細胞の観察像。 (A-C) 光学系 I で撮影した大局像。6 つの異

なる焦点面で撮影した像のうち 3 つの像を示している。 (D) 光学系 II

で撮影した局所像。 Bar = 10 µm.（Figure Legend 内のフォントの仕

上がりは、和文の場合は MS-P 明朝 8 ポイント、半角英数字は Times 
New Roman 8 ポイントです）図の例は玉置と峰雪 (2012) より引用・改

変した。 
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ト、半角英数字は Times New Roman 8 ポイントです）。 
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